
学校番号 403 

平成 31 年度 芸術（音楽） 

 

教科 芸術 科目 音楽Ⅱ 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 音楽Ⅱ 改訂版 Tutti （教育出版） 

副教材等  

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

■「歌うこと」「楽器を演奏すること」「音楽をつくること」「音楽を聴くこと」この４つの分野   

を年間通して学習します。 

■学習の到達度は、１人ずつの実技テストやグループ発表会、ワークシートなどで評価します。 

■芸術音楽は技術や理論を学ぶだけでなく、楽器を演奏したり、聴くことで音楽を全身で感じ取り 

喜怒哀楽などの心の感性を磨く手段です。 

■新しい創造や感性が試される現代社会において、将来音楽という分野が生きていく力の支えとな  

 ることを願っています。 

 

２ 学習の到達目標 

 音楽の幅広い活動を通して、生涯にわたり音楽を愛好する心情を育てるとともに、感性を高め創

造的な表現と鑑賞の能力を伸ばし、音楽文化についての理解を深める。 

 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 a:音楽への 

関心・意欲・態度 
b:音楽表現の創意工夫 c:音楽表現の技能 d:鑑賞の能力 

観
点
の
趣
旨 

音楽や音楽文化に関

心をもち、歌唱・器

楽・創作・鑑賞の学習

に主体的に取り組も

うとする。 

音楽を形作っている要

素を知覚し、それらの働

きを感受しながら、歌

唱・器楽・創作の音楽表

現を工夫し、どのように

歌うか、演奏するか、音

楽をつくるかについて 

考えながら取り組めて

いる。 

創意工夫を生かし

た音楽表現をする

ために必要な歌

唱・器楽・創作の

技能を身に付け、

創造的に表現でき

ている。 

音楽を形作っている

要素を知覚し、それ

らの働きを感受しな

がら楽曲や演奏を解

釈し、また評価を考

えその作品の音楽を

理解し、良さや美し

さを創造的に感じな

がら聴いている。 

評
価
方
法 

観察 

発表 

ワークシート 

 

観察 

実技テスト 

グループ発表 

観察 

実技テスト 

グループ発表 

観察 

発表 

ワークシート 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

日
本
の
う
た 

【歌唱】 

おぼろ月夜 

我は海の子 

ちいさい秋みつけた 

 

○ ○ ○  a:喜びを感じ主体的に取り組んでいる。 

b:音楽要素を知覚し作品の特質を感受

しどのように歌うか考えている。 

c：表現したいことを伝えるための歌唱

の技能を身に付けている。 

観察 

実技テスト 

ワークシート 

ア
ン
サ
ン
ブ
ル 

【リズム】 

くいしんぼうのラップ 

 

 ○   b：リズムの特徴や反復、変化を知覚し 

その働きを感受し表現したい音楽を

考えることができる。 

観察 

ワークシート 

発表 

日
本

の
伝
統

楽
器 

【和楽器】お琴 

さくらさくら 

 

○  ○  a:日本伝統楽器に興味・関心を持ち、主

体的に取り組んでいる。 

ｃ:お琴の特徴、読譜、演奏法の技能を

身に付け創造的に表現できる。 

観察 

実技テスト 

２
学
期 

表
現
の
う
た 

【歌唱】 

マイステージ 

瑠璃色の地球 

川の流れのように 

○ ○ ○  a:曲想や歌詞が表す情景や心情、楽曲と

の関わりに関心を持ち主体的に取り

組んでいる。 

b:リズム・速度・旋律・強弱の知覚。 

c:イメージを持って音楽表現するため

の発声など技能を身に付けている。 

観察 

ワークシート 

発表 

チ
ャ
レ
ン
ジ 

【器楽】アンサンブル 

クラシックギター 

アルトリコーダー 

 

○  ○  a:ギター・アルトリコーダーに興味・関

心を持ち主体的に取り組んでいる。 

c: 楽器の知識を理解し運指や演奏法の

技能を身に付け創造的に表現できる。 

観察 

実技テスト 

更
に
深
め
る 

【和楽器】お琴 

合奏にチャレンジ 

○   ○ a:歴史的背景との関わりに関心を持ち 

 主体的に取り組んでいる。 

d:作品の良さ美しさを感じとり、自分の

演奏へと結びつけることができる。 

観察 

実技テスト 

発表 

３
学
期 

参
考
に
す
る 

【鑑賞】→【創作】 

ベートーベンの曲 

歌詞を考える 

○ ○  ○ a:歴史的背景との関わりに関心を持ち 

 主体的に取り組んでいる。 

b：リズムの特徴や反復、変化を知覚し 

その働きを感受し表現したい音楽を

考えることができる。 

d:作品の良さ美しさを感じとり、自分の

演奏へと結びつけることができる。 

観察 

実技テスト 

ワークシート 

合
わ
せ
る 

【器楽】自由曲 

音楽発表会（グループ） 

○  ○  a:みんなと協力しながら主体的に練習

に取り組んでいる。 

c:技能を身に付け創造的表現ができる。 

観察 

ワークシート 

発表 

※表中の観点について a: 音楽への関心・意欲・態度  b:音楽表現の創意工夫 c:音楽表現の技能 d:鑑賞の能力 

※全ての観点について評価するが、学習内容で特に重点的に評価する観点について○を付けている 

 


